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１学期を終えるにあたり       

 いよいよ 1 学期が終わります。５月にコロナウィルス感染症が５類になりましたが、周南中学校全体

として、感染拡大など大きく崩れることなく教育活動に取り組むことができました。修学旅行や結絆祭

など、予定した教育活動全てが実施でき、皆様の御協力により無事１学期を終えることができました。

本当にありがとうございました。生徒たちも、それぞれが一生懸命がんばったことと思います。ぜひ、御

家庭でも、この１学期を振り返ってみて下さい。２学期も、職員一同精一杯生徒を支えていきます。今

後とも、保護者の皆様の御理解・御協力をよろしくお願いいたします。 

  

校長が１学期終業式で話した内容を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 学期、校門で生徒を迎えていると、とても気持ちの良いあいさつをしてくれる子が

本当に増えました。持続可能な社会の創り手として、いろんな人と協力していくために、

あいさつができることは大切です。もっともっとあいさつの力を伸ばしてほしいと話しま

した。 

今年度、周南中は「持続可能な社会の創り手になろうと主体的に学んでいる生徒」に

育てることを目指し、そのために、「かかわる全ての人がみんなと笑顔でがんばれる『楽

しい』学校」を目標としました。楽しくなければ主体的になるのは、難しいと考えたからで

す。大人になったら、楽しくなくても主体的に歯を食いしばってでも頑張らないといけな

い場面はたくさん出てきますが、中学校時代は、楽しく主体的に学んでほしいと心から

思います。 

未来志向で学校は動いていますが、時には地域の歴史を知ることも大切だと思って

います。例えば、奈良時代の歌集・万葉集の中には、山名地区出身の方の歌も防人の歌

として収められています。更に、「周南たちばな学園」という名前も由緒があるものです。 

地域のみなさん御存じのように、「たちばな」は平安時代始めの橘  逸勢（たちばなの 

はやなり）という人の名前からとっています。最澄、空海らと一緒に遣唐使として唐にわ

たり、学んだ秀才です。都で活躍していましたが、クーデーターを起こそうとした仲間だ

と思われ、罪人として伊豆へ流される途中、この山梨地区でなくなりました。空海、嵯峨

天皇と並んで素晴らしい字を書く三筆として、この橘 逸勢は語り継がれてきました。 
 

都をば 今は遥かに遠江 月は隈
くま

なく 月見
や ま

の
な

里
し

の里 
 

橘  逸勢の辞世の句です。月は隈なくとは、満月の意味。842

年 9 月 24 日、満月の日に亡くなりました。罪人にされた橘逸勢

ですが、もしかしたら濡れぎぬだったのかもしれません。都を遠く

離れ、遠江で死んでいく自分だけれど、この山梨の美しい満月

が、慰めてくれているよ という句です。(裏面へ続く) 



 

 

 

 

 

 

 

 
 
今後の大会予定、大会の結果！ 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

よい夏休みを！ 
 夏休み期間中、生徒には、家庭の一員として、自主的・自律（立）的な

生活を心掛けるよう伝えました。豊かな体験や様々なかかわりをもち、

少しでも成長につながる夏休みになることを期待しています。無事故・

無違反で楽しい充実した夏休みになるよう、保護者や地域の皆様の御

支援をよろしくお願いいたします。  

なお、以下のような対応となりますので、御承知おきください。皆様

の御協力をよろしくお願いします。 
 

 

○ 電話や来校は、平日の８：００から 16：３０にお願いします。それ以外は留守番電

話対応になります。 

○ ８月１４日（月）～１６日（水）の３日間、学校は【閉庁】となります。 

○ お子さんの生命にかかわる事故など緊急事態が生じた場合は、コドモンを通じ

て連絡してください。その際、連絡先(御自宅等)、状況などをお知らせいただけ

るとありがたいです。即時的な対応ができない場合もありますが、学校(担任

等)から改めて御家庭に連絡をします。 

 

【女子バスケットボール部】 県大会 7/26(水) ｖｓ 東海大翔洋(静岡 2 位) 会場：エコパアリーナ 

【男子卓球部】 県大会 団体 7/３１(月) ｖｓ 榛原中(志太･榛原 2 位) 会場：エコパアリーナ 

個人 ８/１(火) 会場：エコパアリーナ 

【水泳部】 西部大会結果  

男子 100M 背泳ぎ１位･200M 背泳ぎ２位 鈴木理貴 県大会 出場 

1500M 自由形 8 位 鈴木旭  

400M ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 鈴木理･鈴木旭･中村･寺田藍  県大会 出場 

【陸上競技部】 県通信・県選抜大会結果 

男子  1500M(３年)３位 森田陽翔 東海大会・全国大会 出場  

    1500M(１年)３位 中島壮琉 東海大会 出場  

橘 逸勢の書については、筆を自由自在に操った、力強いけれども品があり、美しい字

だとされています。字はその人の生き方も現れると言います。自由で、力強くて、品があっ

て、美しい、そんな人だったのかもしれません。この地域の人々は、橘  逸勢を大切にして

きました。上山梨の用福寺には供養塔があります。その流れで、周南中の校歌にも「はなた

ちばなの香をかげば」とうたわれました。 

 我が学園の名前は、地域の歴史につながる素晴らしいものであり、誇りに思ってほしい

と話しました。同時に、その周南たちばな学園の新しい歴史を今のみんなが頑張って作っ

てくれているのだと、生徒に改めてお礼を言いました。 

幕末の英雄、勝海舟ともつながる「周南」という校名については、次の機会に話をする予

定です。 


